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2025年 7月 10日発行（毎月 1回 10日発行）
定価 3,190円（本体 2,900円＋税 10％）
※消費税率変更の場合，上記定価は税率の差額分変更になります。

2025年前金年間予約購読料 51,040円（本体 46,400円＋税）
・ 増刊号 1冊分を含みます。
・ 送料は前金年間予約購読の方のみ弊社負担です。
・ 送付先変更の節は誌名「周産期医学」と，新旧両方の
送付先をご連絡ください。

 E-mail：hanbai@tokyo-igakusha.co.jp

編　集 周産期医学編集委員会
発行所 株式会社東京医学社
 〒 112-0006　東京都文京区小日向 4-5-16
編集部 Tel：03-5810-1648　Fax：03-5810-1649
営業部 Tel：03-5810-1628　Fax：03-5810-1629
URL https://www.tokyo-igakusha.co.jp

本誌広告取扱い
文栄社　〒 113-0033　東京都文京区本郷 3-26-1
　　　　本郷宮田ビル 5階　Tel：03-3814-8541
メディカ・アド　〒 105-0013　東京都港区浜松町 1-12-9
　　　　　　　　第 1長谷川ビル 2階
　　　　　　　　Tel：03-5776-1853

〔産　科〕

入山　高行
窪谷　　潔
関沢　明彦
中井　章人
馬場　一憲
松田　義雄
宮越　　敬
山下　隆博
山本　樹生

〔小児（新生児）科〕

楠田　　聡
河野　由美
側島　久典
高橋　尚人
田村　正徳
長谷川久弥
細野　茂春
宮沢　篤生
与田　仁志
中西　秀彦

〔顧　問〕

板橋家頭夫

猪谷　泰史

大野　　勉

小泉　武宣

島田　信宏

鈴木　正利

関根　憲治

多田　　裕

中林　正雄

名取　道也

樋口　正俊

堀内　　勁

箕浦　茂樹

宮川　智幸

宮原　　忍
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・ 本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公
衆送信権（送信可能化権を含む）は（株）東京医学社が保有します。

・  〈出版者著作権管理機構 委託出版物〉
 本書の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。
複製される場合は，そのつど事前に出版者著作権管理機構
（Tel:03-5244-5088，Fax:03-5244-5089，e-mail:info@jcopy.or.jp）
の許諾を得てください。

特集　周産期の薬物療法update 2025　産科編

総論
妊婦の薬物動態・代謝 ..........................伊藤直樹
妊娠期の薬物療法に関する 
基本的な知識 .........................................肥沼　幸
各論
産科的病態
妊娠悪阻 .............................................田中博明
異所性妊娠の薬物療法 ......................田中幹二
切迫早産における薬物療法 ..............牛田貴文
妊娠高血圧症候群の薬物療法 ..........金　蒼美
微弱陣痛・頸管熟化不全 ..................進藤亮輔
分娩時出血過多（弛緩出血） ..............成瀬勝彦
反復・習慣流産（不育症） ..................北折珠央
妊婦における深部静脈血栓症・ 
肺血栓塞栓症の予防と薬物治療 .......上山恭平
周産期感染症
細菌性腟症 .........................................鈴木俊治

A群溶血性連鎖球菌 ......................窪谷祐太郎
B群溶血性連鎖球菌 ..........................新垣達也
トキソプラズマ感染 ..........................谷村憲司
梅毒 ................................................倉澤健太郎
クラミジア .....................................長谷川ゆり

妊娠中の合併症
妊娠と抗てんかん薬 ..........................吉永治美
甲状腺機能亢進症・機能低下症 .......吉原　愛
気管支喘息 .........................................久野　道
糖代謝異常合併妊娠の薬物療法 .......藤川　慧
高血圧合併妊娠における 
治療薬選択の動向 .............................安達京華
炎症性腸疾患 .....................................齊藤詠子
自己免疫疾患 .....................................土田優美
周 産期の精神科薬物療法 
―最近のコンセンサス― ..............渡邉博幸
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